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コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
が

重
視
さ
れ
る
背
景

二
〇
〇
六
年
六
月
の
金
融
商
品
取
引
法

の
成
立
を
受
け
て
、
内
部
統
制
に
関
す
る

関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
要

請
は
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
か
ら
生
じ
て
い
る
。

図
1
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
内
部
統
制
に
対

す
る
要
請
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
内
部
統
制
に
関
す
る「
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
か
ら
の
要
請
」が
あ
る
。
企
業
の
さ

ま
ざ
ま
な
不
祥
事
を
受
け
て
、
法
務
省
、

経
済
産
業
省
、
経
団
連
な
ど
が
日
本
企
業

の
企
業
倫
理
に
つ
い
て
の
要
請
や
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
公
表
し
て
い
る
。
各
企
業
は
、
こ
れ
ら

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
か
ら
の
要
請
に
対
応
し

て
、
内
部
統
制
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
次
に
、「
財
務
報
告
目
的
の
内
部
統

制
」、
す
な
わ
ち
、
開
示
や
財
務
報
告
に
係

る
内
部
統
制
に
つ
い
て
、
証
券
取
引
所
や
金

融
商
品
取
引
法
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
要

請
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
で
の

法
制
化
以
前
に
、
米
国
で
は
企
業
改
革
法

三
〇
二
条
お
よ
び
四
〇
四
条
に
よ
り
財
務

報
告
に
係
る
内
部
統
制
の
評
価
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
米
国
に
上
場
し
て
い
る
日
本
企

業
も
二
〇
〇
六
年
七
月
一
五
日
以
降
に
終

了
す
る
事
業
年
度
か
ら
こ
の
要
請
に
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
企

業
は
こ
の
よ
う
な
外
部
か
ら
の
要
請
だ
け
で

な
く
、
企
業
内
の
業
務
を
効
果
的
・
効
率

的
に
遂
行
す
る
と
い
う
目
的
か
ら
も
内
部

統
制
を
整
備
・
運
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
経
済
社
会
や
資
本
市
場
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
投
資
家
へ
の
開
示
内
容
の

充
実
や
決
算
内
容
の
説
明
責
任
を
求
め
る

声
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、
諸
外
国
の
み
な

ら
ず
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
企
業
決
算
や
上

場
制
度
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
祥
事
が

続
発
し
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
下
で
、
企
業

の
社
会
的
責
任
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
確
立
の
必
要
性
あ
る
い
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
や
内
部
統
制
の
必
要
性
が
提
唱
さ

れ
て
い
る
。
企
業
経
営
者
は
、
業
務
の
有
効

財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
ー
ベ
イ

﹇
調
査
方
法
﹈

無
作
為
に
抽
出
し
た
上
場
企
業
五
〇
〇
社
の
財
務
担
当
役
員
宛
に

調
査
票
を
送
付
。

調
査
期
間：

一
一
月
二
日
〜
一
一
月
一
四
日

調
査
票
回
収
数：

七
四
社
（
回
収
率
一
四
・
八
％
）

実
施：

日
本
C
F
O
協
会

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
議
論
が
盛
ん
で
あ
る
。

会
社
法
や
金
融
商
品
取
引
法
な
ど
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
内
部
統
制
に
関
し
て

新
た
な
法
規
制
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
企
業
経
営
者
は
、
こ
れ
ら
の
要
請
に
対
し
て

個
々
に
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
健
全
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、

統
合
的
あ
る
い
は
整
合
性
の
取
れ
た
形
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

内
部
統
制
の
現
状
と
課
題
、
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

今
回
の
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ベ
イ
は
、「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」「
内
部
統
制
の
状
況
」

「
E
R
M
に
つ
い
て
」な
ど
を
中
心
に
、
上
場
企
業
の
C
F
O
の
動
向
を
調
査
し
た
。

回
答
企
業
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
は
、
製
造
業
が
六
七
・
六
％
と
大
半
を
占
め
、
年
商
は
五
、
〇
〇
〇
億
円
超
が
三
二
・
四
％
、

一
、
〇
〇
〇
億
円
超
五
、
〇
〇
〇
億
円
以
下
が
三
三
・
八
％
、
一
〇
〇
億
円
超
一
、
〇
〇
〇
億
円
以
下
が
三
一
・
一
％
、

従
業
員
数
一
、
〇
〇
〇
人
以
上
が
七
八
・
四
％
と
な
っ
た
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

内
部
統
制
の
現
状
と
課
題
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性
を
確
保
し
な
が
ら
リ
ス
ク
へ
の
対
応
を
図

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
持
続
的
な
企
業
価
値
の

向
上
と
同
時
に
社
会
的
責
任
を
果
た
す
必

要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

定
義
と
位
置
づ
け

経
済
産
業
省
が
平
成
一
七
年
八
月
に
公

表
し
た「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
お
よ
び

リ
ス
ク
管
理
・
内
部
統
制
に
関
す
る
開
示
・

評
価
の
枠
組
み
に
つ
い
て
ー
構
築
お
よ
び
開

示
の
た
め
の
指
針
ー
」で
は
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、「
企
業
経
営
を
規
律
す
る
た

め
の
仕
組
」と
定
義
さ
れ
て
お
り
、「
企
業
経

営
を
担
う
の
は
企
業
経
営
者
で
あ
る
の
で
、

基
本
的
に
は
、
企
業
経
営
者（
代
表
取
締

役
社
長
と
い
っ
た
経
営
ト
ッ
プ
の
み
な
ら
ず

経
営
を
執
行
す
る
経
営
陣
を
指
す
）を
ど

の
よ
う
に
規
律
す
る
か
、
と
い
う
問
題
」と

説
明
さ
れ
て
い
る
。

企
業
倫
理
や
C
S
R
の
取
り
組
み
は
、
企

業
の
価
値
観
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
企

業
の
経
営
の
原
動
力
・
推
進
力
と
な
る
。
明

確
な
企
業
倫
理
や
ビ
ジ
ョ
ン
な
し
で
は
、
企

業
の
一
体
感
は
創
造
で
き
な
い
。
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
企
業
倫
理
や
ビ
ジ
ョ
ン

を
受
け
て
、
組
織
の
構
造
を
ど
の
よ
う
に
設

計
す
る
か
と
い
う
シ
ス
テ
ム
論
で
あ
り
、
企

業
倫
理
や
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
事
業
展
開

す
る
と
き
に
、い
か
な
る
仕
組
み
づ
く
り
が

最
も
望
ま
し
い
か
と
い
う
議
論
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
内
部

統
制
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
関
係
を

ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
内
部
統
制
も
、
企
業

の
体
制
や
プ
ロ
セ
ス
か
ら
な
る
仕
組
み
で
あ

る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
関
連
す
る
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
、
経
営
理
念
、
事
業
目
的
等
に
照
ら
し

て
経
営
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
リ
ス
ク

を
企
業
経
営
者
が
認
識
・
評
価
し
対
応
し

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
内
部
統
制
は
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
包
含
さ
れ
る
体
制
・
プ

ロ
セ
ス
で
あ
り
、
重
要
な
リ
ス
ク
に
対
応
す

べ
く
、
企
業
が
業
務
を
適
正
か
つ
効
率
的
に

遂
行
す
る
た
め
に
、
社
内
に
構
築
さ
れ
、
運

用
さ
れ
る
体
制
お
よ
び
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

金
融
商
品
取
引
法
に
お
い
て
要
請
さ
れ

る
内
部
統
制
の
評
価
は
、
リ
ス
ク
と
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
、
財
務
報
告
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
組

織
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
と

捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
組
織
的
な
取
り

組
み
が
そ
の
後
の
、
全
社
的
な
内
部
統
制
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
高
度
化
に
つ
な

が
る
と
期
待
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
や
内
部
統
制
の
構
築
・
強
化
は
、

適
切
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
実
現
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
分
野
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
全
社
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
以

下
、「
E
R
M
」）の
観
点
か
ら
は
、
E
R
M
と
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
密
接
不
可
分
の

関
係
に
あ
り
、
相
互
に
補
完
・
補
強
し
あ
う

存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば
、
取
締
役
会
や
上
級
経
営
者
に
よ
る
監

視
活
動
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
役

割
と
責
任
の
明
確
化
、
事
業
目
的
の
達
成

の
た
め
の
リ
ス
ク
対
応
方
針
の
伝
達
・
推
進
、

と
い
っ
た
E
R
M
へ
の
取
り
組
み
や
活
動
は
、

優
れ
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
密
接
に

結
び
つ
い
て
い
る
。
一
方
で
、
E
R
M
に
お
け

る
リ
ス
ク
の
把
握
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
の
把
握
・
強
化
、
リ
ス
ク
の
許
容
範
囲
の

設
定
、
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
追
求
の
方
向
性

の
決
定
な
ど
の
活
動
は
、
効
果
的
な
ガ
バ
ナ

ン
ス
が
な
け
れ
ば
機
能
し
な
い
。
こ
の
よ
う

に
、
内
部
統
制
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は
密
接
不
可
分

の
関
係
に
あ
り
、
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。

日
本
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

に
関
す
る
取
り
組
み
状
況

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

日
本
企
業
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

図
2
は
、
各
企
業
が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
に
関
す
る
取
り
組
み
の
う
ち
重
要
と

考
え
て
い
る
も
の
と
今
後
改
善
が
必
要
と

考
え
て
い
る
も
の（
複
数
回
答
、
三
項
目
ま

で
）を
示
し
て
い
る
。
図
か
ら
、
日
本
企
業
の

経
営
者
は
、「
経
営
者
の
責
任
と
権
限
の
明

確
化
」に
次
い
で「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

の
整
備
」を
重
要
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。「
取
締
役
会
・
監
査
役
会（
監
査
委
員

会
）に
よ
る
監
視
」よ
り
も「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
体
制
の
整
備
」を
重
視
し
て
い
る
こ
と

は
、
大
変
興
味
深
い
。
ま
た
、
今
後
改
善
が

必
要
と
考
え
て
い
る
も
の
と
し
て
、「
内
部
監

査
体
制
の
充
実
」と「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

体
制
の
整
備
」が
選
択
さ
れ
て
い
る
。

以
下
で
は
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
対
応
が

迫
ら
れ
て
い
る
開
示
に
関
す
る
統
制
を
含

む
内
部
統
制
と
、
今
後
の
改
善
が
必
要
と

認
識
さ
れ
て
い
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
お
よ

び
内
部
監
査
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
を
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み
て
い
こ
う
。

内
部
統
制
の
現
状

二
〇
〇
三
年
に
任
意
の
制
度
と
し
て
有

価
証
券
報
告
書
等
に
代
表
者
確
認
書
の
制

度
が
導
入
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
の
秋
以
降
に

は
、
証
券
取
引
所
に
よ
る
宣
誓
書
等
の
要

請
が
開
始
し
て
い
る
。
各
企
業
は
内
部
統

制
評
価
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
が
、

現
状
で
は
、
開
示
に
関
す
る
内
部
統
制
と

し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

図
3
は
、
開
示
に
関
す
る
統
制
に
つ
い
て
、

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
、
今
後
取
り
組

み
予
定
の
も
の（
複
数
回
答
）を
示
し
て
い
る
。

開
示
統
制
に
関
し
て
は
、
約
半
数
の
企
業

が
、
現
時
点
で
は
、「
監
査
役
会（
監
査
委
員

会
）・
内
部
監
査
部
門
・
外
部
監
査
人
と
の

協
議
に
よ
る
情
報
収
集
」、「
適
時
開
示
ポ

リ
シ
ー
の
明
文
化
」、「
開
示
手
続
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
文
書
化
」と
い
う
取
り
組
み
に

頼
っ
て
お
り
、
開
示
委
員
会
の
設
置
や
社
内

宣
誓
を
実
施
し
て
い
る
企
業
は
三
分
の
一

に
満
た
な
い
。
一
方
、
今
後
取
り
組
み
予
定

の
も
の
に
つ
い
て
も
、
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、

「
開
示
手
続
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
文
書
化
」「
内

部
監
査
に
よ
る
開
示
手
続
の
監
査
」「
開
示

に
関
す
る
リ
ス
ク
評
価
の
実
施
」等
で
あ
り
、

組
織
的
な
取
り
組
み
は
重
視
さ
れ
て
い
な
い

状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
企
業
の
状
況
を
企
業

改
革
法
が
導
入
さ
れ
た
直
後
の
米
国
企
業

の
状
況
と
比
較
す
る
と
、
興
味
深
い
違
い
が

明
ら
か
に
な
る
。
二
〇
〇
三
年
に
米
国
で
実

施
さ
れ
た
サ
ー
ベ
イ
で
は
、
米
国
企
業
の
う

ち
社
内
宣
誓
を
実
施
し
た
企
業
が
六
六
％

（
大
企
業
で
は
八
三
％
）、
開
示
委
員
会
を

設
置
し
た
企
業
が
四
九
％（
大
企
業
で
は

七
四
％
）に
達
し
て
い
る
。
経
営
者
が
説
明

責
任
を
果
た
す
と
い
う
観
点
か
ら
、
今
後
、

社
内
宣
誓
や
開
示
委
員
会
な
ど
の
導
入
の

必
要
性
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
図
4
は
、
内
部
統
制
に
つ
い
て
、
現

在
の
状
況
と
三
年
後
に
目
標
と
す
る
状
況

を
示
し
て
い
る
。
現
状
で
は
、
約
半
数
の
会

社
が「
主
要
な
業
務
に
お
い
て
基
本
的
な
規

程
や
プ
ロ
セ
ス
が
整
備
さ
れ
、
定
型
的
な
業

務
が
確
実
に
実
施
で
き
る
」と
い
う
、
成
熟

度
モ
デ
ル（
11
頁「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

の
発
展
段
階
」を
参
照
）の
レ
ベ
ル
で
は
反
復

可
能
な
状
況
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。「
グ

ル
ー
プ
全
体
で
内
部
統
制
が
標
準
化
さ
れ
、

リ
ス
ク
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
定
期
的
な
評
価
と

改
善
が
実
施
さ
れ
て
い
る（
管
理
可
能
）」あ

る
い
は「
グ
ル
ー
プ
全
体
で
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
が
認
識
・
共
有
さ
れ
、
組
織
的
に
継
続
的

な
改
善
の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
と
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
が
実
施
さ
れ
て
い
る（
最
適
化
）」と
回
答

し
た
企
業
は
、
合
計
で
も
一
七
％
程
度
に

過
ぎ
な
い
。
一
方
、
三
年
後
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
約
六
〇
％
の
企
業
が
、
管
理
可
能
な

状
態
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
最
適

化
を
目
指
す
企
業
も
二
八
％
も
あ
る
。

内
部
統
制
に
関
す
る
課
題
と

今
後
の
取
り
組
み

内
部
統
制
に
つ
い
て
日
本
企
業
が
目
標
と

す
る
状
況
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

財
務
報
告
に
係
る
内
部
統
制
の
評
価
で

求
め
ら
れ
る
内
部
統
制
の
文
書
化
や
評
価

は
、
成
熟
度
モ
デ
ル
の
レ
ベ
ル
と
し
て
は
、「
グ

ル
ー
プ
全
体
で
内
部
統
制
の
整
備
に
取
組

ん
で
お
り
、
主
要
な
業
務
に
お
け
る
内
部
統

制
が
文
書
化
さ
れ
て
い
る（
定
義
化
）」
状
態

で
あ
る
。
一
方
、
日
本
企
業
が
目
指
し
て
い

る
の
は
、「
グ
ル
ー
プ
全
体
で
内
部
統
制
が
標

準
化
さ
れ
、
リ
ス
ク
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
定
期
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経
営
者
の
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任
と
権
限
の
明
確
化�

開
示
委
員
会
の
設
置�

社
内
各
部
署
に
置
け
る�

開
示
対
象
情
報
担
当
者
の
設
置�

開
示
に
関
す
る
リ
ス
ク
評
価
の
実
施�

開
示
担
当
役
員
・
部
長
な
ど
に
よ
る�

社
内
宣
誓
の
実
施�

適
時
開
示
ポ
リ
シ
ー
の
明
文
化�

開
示
手
続
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
文
書
化�

監
査
役
会（
監
査
委
員
会
）・
内
部
監
査
部
門
・�

外
部
監
査
人
と
の
協
議
に
よ
る
情
報
収
集�

内
部
監
査
に
よ
る
開
示
手
続
き
の
監
査

無
回
答�

取
締
役
会
・
監
査
役
会�

（
監
査
委
員
会
）に
よ
る
監
視�

投
資
の
リ
タ
ー
ン
・
リ
ス
ク
の�

判
断
に
必
要
な
情
報
の
明
確
化�

�

適
切
な
リ
ス
ク
情
報
・
財
務
情
報
の
開
示�

事
業
計
画
を
達
成
で
き
る�

管
理
能
力
の
向
上�

法
令
遵
守
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
み

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
整
備�

内
部
監
査
体
制
の
充
実�

無
回
答�
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的
な
評
価
と
改
善
が
実
施
さ
れ
て
い
る（
管

理
可
能
）」状
態
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
内
部

統
制
の
評
価
に
取
り
組
む
日
本
企
業
は
、

ま
ず
、
内
部
統
制
の
文
書
化
と
評
価
を
確

実
に
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

内
部
統
制
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ

ま
で
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
内
部
統
制
の

課
題
や
非
効
率
な
業
務
の
仕
組
み
が
明
ら

か
に
な
っ
て
く
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
要
請
に
よ

っ
て
求
め
ら
れ
る
内
部
統
制
を
構
築
し
な

が
ら
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
内
部
統

制
を
目
指
し
て
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
初
め
て
定
義
化
の
状
態
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
定
義
化
の
状

態
を
達
成
し
た
後
に
、
内
部
統
制
を
効
率

化
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
以
下

の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

・
業
務
プ
ロ
セ
ス
や
内
部
統
制
の
自
動
化
・

標
準
化

・
発
見
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
予
防
的
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
へ
の
移
行

・
人
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
シ
ス
テ
ム
的
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
へ
の
移
行

・
内
部
統
制
の
効
率
化
指
標
の
設
定（
エ
ラ

ー
率
の
モ
ニ
タ
ー
な
ど
）

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
現
状

そ
れ
で
は
、
日
本
企
業
に
お
け
る
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
状
況
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

図
5
は
E
R
M
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
に
つ
い
て
尋
ね

た
結
果（
複
数
回
答
）を
示
し
て
い
る
。
八

〇
％
以
上
の
企
業
が「
リ
ス
ク
に
対
す
る
組

織
の
管
理
能
力
の
強
化
」を
選
択
し
て
い
る

の
は
当
然
で
あ
る
が
、
約
七
〇
％
の
企
業
が

「
重
大
事
象
の
発
生
の
防
止
及
び
対
応
策

の
策
定
」を
選
択
し
て
お
り
、
日
本
企
業
に

お
け
る
E
R
M
は
ま
だ
危
機
管
理
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
約
六

〇
％
の
企
業
が「
企
業
の
健
全
性
を
確
保
」、

「
投
資
家
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
信
頼

の
獲
得
」、「
企
業
価
値
の
源
泉
を
侵
食
す

る
リ
ス
ク
の
低
減
」と
い
っ
た
項
目
を
選
択
し

て
お
り
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
向
上

に
対
し
て
E
R
M
を
実
践
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
、コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
取
り
組
み
へ
の

質
問
結
果
と
整
合
し
て
お
り
、
E
R
M
の
推

進
に
関
し
て
、
日
本
企
業
の
問
題
意
識
が
、

健
全
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
に

向
け
た
取
り
組
み
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
図
6
は
、
E
R
M
に
つ
い
て
現
在
の

状
況
と
三
年
後
に
目
標
と
す
る
状
況
を
示

し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
半
数
以
上
の
企

業
が
、
E
R
M
の
取
り
組
み
状
況
を「
限
定

的
な
領
域
で
基
本
的
な
内
部
統
制
が
確
立

し
て
い
る
が
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り

組
み
は
全
社
的
に
統
一
さ
れ
て
い
な
い（
反

復
可
能
）」と
回
答
し
て
い
る
。「
主
要
な
リ
ス

ク
に
対
し
て
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
が
整

備
さ
れ
、
E
R
M
の
目
標
や
プ
ロ
セ
ス
が
設
計

さ
れ
て
い
る（
定
義
化
）」と
回
答
し
た
企
業

は
約
二
〇
％
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
三
年

後
に
は
、
約
五
〇
％
の
企
業
が「
リ
ス
ク
の

測
定
に
は
高
度
な
手
法
が
取
り
入
れ
ら

れ
、
事
業
目
標
達
成
の
た
め
に
E
R
M
が
内

部
統
制
と
一
体
に
な
っ
て
機
能
し
て
い
る

（
管
理
可
能
）」状
態
を
目
指
し
て
い
る
。「
常

0

20

40

60

80

100

図4●内部統制の状況�
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んでおり、主要な業
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セスが整備され、定
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に
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
く
最
適
な
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
が
追
求
さ
れ
、
E
R
M
が

事
業
機
会
の
追
求
や
企
業
価
値
の
向
上
に

貢
献
し
て
い
る（
最
適
化
）」状
態
を
目
指
す

企
業
も
二
〇
％
以
上
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
が
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向
上
に

つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
か
。

図
7
は
E
R
M
の
実
践
に
お
い
て
必
要
と

な
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
に
つ
い
て
、
現
在
の

実
施
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
社

的
に
実
施
し
て
い
る
項
目
を
見
て
み
る

と
、「
内
部
監
査
部
門
の
設
置
」、「
会
社
と

し
て
公
式
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ポ
リ
シ

ー
」、「
リ
ス
ク
管
理
担
当
者（
管
理
職
以
上
）

の
選
任
」、「
主
要
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
具

体
的
な
役
割
や
責
任
の
明
確
化
」、「
取
締

役
に
よ
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
」

な
ど
、
組
織
体
制
に
関
連
す
る
取
り
組
み

が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

特
定
部
門
で
は
、「
リ
ス
ク
を
モ
ニ
タ
ー
し

報
告
す
る
プ
ロ
セ
ス
」、「
主
要
な
リ
ス
ク
に

対
す
る
具
体
的
な
役
割
や
責
任
の
明
確

化
」、「
正
式
な
リ
ス
ク
評
価（
自
己
評
価
）の

プ
ロ
セ
ス
や
仕
組
み
」な
ど
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
実
務
レ
ベ
ル

の
担
当
者
が
関
与
す
る「
部
長
以
上
の
管

理
職
に
よ
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」、「
主
要
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
リ
ス
ク
評

価
と
対
応
策
を
、
会
社
の
戦
略
的
プ
ロ
セ
ス

に
織
り
込
む
仕
組
み
」、「
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の

共
通
言
語
の
存
在
」な
ど
の
項
目
は
、
約
三

分
の
一
の
企
業
で
は
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
。

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
課
題
と

今
後
の
取
り
組
み

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
日
本
企
業
に
お
け

る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
状
況
は
、
反
復
可

能
な
状
況
と
回
答
し
た
企
業
が
多
い
も
の

の
、
よ
う
や
く
形
を
作
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

実
質
的
な
取
り
組
み
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る

と
い
う
状
況
が
見
て
取
れ
る
。
E
R
M
の
導

入
に
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
盤
と
な

る
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
た
上
で
、
全
社
的
に

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
P
D
C
A
を
プ
ロ
セ
ス

と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
今

後
は
、
以
下
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

・
全
社
的
に
リ
ス
ク
に
関
す
る
認
識
を
共

有
す
る
た
め
の
共
通
言
語（
リ
ス
ク
定
義

書
な
ど
）を
持
つ
。

・
全
社
的
な
リ
ス
ク
評
価
を
実
施
し
、
経
営

に
と
っ
て
重
要
な
リ
ス
ク
を
識
別
す
る
。

・
全
社
的
な
リ
ス
ク
評
価
の
結
果
に
基
づ
き

識
別
さ
れ
た
重
要
な
リ
ス
ク
に
対
す
る

対
応
策
を
、
事
業
計
画
策
定
等
の
戦
略

策
定
プ
ロ
セ
ス
に
織
り
込
む
。

・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
者
に
よ
り
リ
ス

ク
を
モ
ニ
タ
ー
し
報
告
す
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
以
下
の
事
項
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

・
組
織
に
と
っ
て
優
先
順
位
の
高
い
リ
ス
ク

を
全
社
的
な
視
点
で
識
別
、
理
解
し
て
、

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
。

・
C
O
S
O
の
E
R
M
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
経

済
産
業
省
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
活
用
し

て
、
将
来
に
お
け
る
組
織
の
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
体
制
や
能
力
に
関
す
る
ビ
ジ
ョ

ン
を
設
定
す
る
。

・
優
先
順
位
の
高
い
リ
ス
ク
に
対
す
る
リ
ス

ク
管
理
能
力
の
ギ
ャ
ッ
プ
分
析
を
実
施

し
、
リ
ス
ク
管
理
能
力
を
高
め
る
た
め
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
。

・
全
社
的
取
り
組
み
の
効
果
的
な
統
合
と

調
整
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
体
制
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
確
立

す
る
。

内
部
監
査

最
後
に
、
内
部
監
査
の
課
題
に
つ
い
て
簡

単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

図
8
は
内
部
監
査
体
制
の
現
状
、
図
9

は
内
部
監
査
に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
と
三

年
後
に
目
標
と
す
る
状
況
を
質
問
し
た
結

果
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
約
半
数
以
上
の
企

業
が「
経
験
に
基
づ
く
監
査
ア
プ
ロ
ー
チ
が

採
用
さ
れ
、
過
去
の
経
験
に
依
存
し
た
監

査
対
象
の
選
定
や
監
査
手
続
き
の
適
用
が

行
わ
れ
て
い
る（
反
復
可
能
）」
と
回
答
し
て

い
る
。「
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
監
査
領

域
の
優
先
順
位
付
け
が
行
わ
れ
て
お
り
、
監

査
手
続
き
が
標
準
化
さ
れ
て
い
る（
定
義

化
）」と
回
答
し
た
企
業
は
、
二
〇
％
に
過

ぎ
な
い
。
一
方
、
三
年
後
に
は
、
ほ
と
ん
ど

の
会
社
が「
確
立
さ
れ
た
監
査
プ
ロ
セ
ス
に

よ
り
組
織
的
監
査
が
実
現
さ
れ
、
リ
ス
ク
ア
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図6●ERMの取り組み状況�
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常にリスク評価に基
づく最適なリスクマネ
ジメント戦略が追求さ
れ、エンタープライズ
リスクマネジメント（Ｅ
ＲＭ）が事業機会の
追求や企業価値の
向上に貢献している�

現
在
の
状
況�

三
年
後
�

リスクの測定には高
度な手法が取り入
れられ、事業目標達
成のためにＥＲＭが
内部統制と一体に
なって機能している�

主要なリスクに対し
てリスクマネジメント
体制が整備され、Ｅ
ＲＭの目標やプロセ
スが設計されている�

限定的な領域で基
本的な内部統制が
確立しているが、リ
スクマネジメントの
取り組みは全社的
に統一されていない�

主要な業務に対する
内部統制が整備され
ておらず、リスクに対
する対応が場当たり
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10
3

47

26

23

4

4

66

22

3
1



プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
プ
ロ
セ
ス
監
査
が
実
施
さ

れ
て
い
る（
管
理
可
能
）」、
あ
る
い
は「
内
部

監
査
の
効
率
化
や
有
効
性
の
向
上
に
継
続

的
に
取
り
組
み
、
経
営
者
に
対
し
て
高
度

な
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る

（
最
適
化
）」状
況
を
目
指
し
て
い
る
。

内
部
統
制
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
関

心
の
高
ま
り
と
比
例
し
て
、
内
部
監
査
を

強
化
し
よ
う
と
す
る
企
業
も
増
え
て
い
る
。

内
部
監
査
は
、
内
部
統
制
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
お
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
機
能
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
内
部
監
査
部
門
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て

は
い
な
か
っ
た
。
内
部
監
査
の
役
割
は
、
法

令
や
社
内
規
則
の
遵
守
状
況
を
モ
ニ
タ
ー
す

る
検
査
的
な
役
割
か
ら
、
内
部
統
制
の
実

施
状
況
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
保
証
す
る
役
割
、

さ
ら
に
は
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
内

部
統
制
を
目
指
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を

経
営
者
に
対
し
て
提
供
す
る
も
の
へ
と
、
シ

フ
ト
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
内
部
監

査
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
的
要
請
に
応
え
な

が
ら
、
企
業
価
値
の
向
上
に
貢
献
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
日
本

企
業
に
と
っ
て
は
、
個
人
の
経
験
や
能
力
に

依
存
し
た
内
部
監
査
か
ら
、
組
織
的
な
内

部
監
査
へ
と
体
制
を
整
備
、
強
化
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
る
。
さ
ら
に
、
内
部
監
査

責
任
者
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
期
待
を

理
解
し
、
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
監
査
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
部
監
査
の
向

上
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
と
め

現
在
の
企
業
が
直
面
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
の
中
で
も
、
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
内
部
統
制
、コ
ー
ポ
レ

ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
非
常
に
重
要
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
す

る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
お
互
い
に
補

強
し
、
支
え
あ
う
よ
う
な
形
で
構

築
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
の

取
り
組
み
を
単
な
る
法
令
へ
の
対

応
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
企
業
価

値
向
上
の
た
め
の
機
会
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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